
12 −はびきの　2014.10.1−

荒神

一夜にして、小さな
山村を滅ぼした巨
大な怪物。その正体
は山の荒ぶる神な
のか、それとも誰か
の呪いなのか。元禄
時代の東北を舞台
に描くファンタジー。

ぬいぐるみおとまりかい

バッタ、カタツムリ、
カエルなどの身近な
生きもののつかまえ
かた、持って帰る方
法、上手な飼いかた、
そして飼えなくなっ
た時どうしたらいい
かまでがわかる本。

10月  8日㈬   東部図書館       10：30

10月11日㈯、25日㈯羽曳が丘図書館 15：00

10月18日㈯   陵南の森図書館 15：00

10月18日㈯   古市図書館       15：00

10月19日㈰   陵南の森図書館 11：00（小さい子向き） 

                 11：30（少し長いお話を聞ける子向き）

10月25日㈯   丹比図書館       10：30

10月5日㈰、12日㈰、26日㈰ 

　　　　　　　陵南の森図書館 14：00

10月5日㈰、12日㈰、19日㈰、26日㈰

　　　　　　　中央図書館       13：30

宮部 みゆき／著 朝日新聞出版

自閉症の僕が跳びはねる理由

会話ができない中
学生が、筆談やパ
ソコンによって自己
表現のすべを身に
つけ、綴ったその
内面世界。自閉症
について、よりよく
理解するために欠
かせない一冊です。

東田 直樹／著 エスコアール

ちびっこサロン（市役所敷地内：森のゆうびんきょく）
10月8日㈬／10：30～　おはなし・おりがみなど

生きもの つかまえたらどうする？

図書館に、子どもたちが
ぬいぐるみを持ってやっ
てきました。このぬいぐる
みたち、今日はここにお
泊りするのです。さあ、夜
の図書館には、どんな冒
険が待っているのかな？

ブックステーションはびきのコロセアム　☎ 937-7210(火・木・金曜日　13:30～16:30）　　ブックステーション青少年児童センター　☎ 952-0032（月～土曜日　9:00～17:00）　 　
古市図書館　☎ 958-0050（水～日曜日　10:00～17:30）　

風木 一人／作
岡田 千晶／絵 岩崎書店

秋山 幸也／（他）著 偕成社

※古市図書館は、10月11日㈯、12日㈰は臨時休館とさせて
　いただきます。この間はブックポストが使用できませんので、
　ご返却は各図書館にお願いします。

●所 在 地
●問 合 せ
●開館時間
●休 館 日
●利用対象
●月～土曜
●申込受付

翠鳥園2-9-101　
ＴＥＬ＆ＦＡＸ  957-4900
９:00～１７:３０
日曜・祝日、１２月29日～１月3日
小学生と保護者同伴の３歳以上の幼児
スポーツ・レクリエーション（室内・外）を行なっています。
電話での受付は、申し込み日の朝９時からです。
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